
呼吸するそ新、空と緑

ぞ〉
肩ミOR

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

0
0
0日
達
成
/

玉
川
村
内
で
は
、
平
成

3
年
5
月
4
日
か
ら
現
在
ま
で
突
通
死
亡
事

故
が
な
く、

平
成
6
年

1
月
幻
日
に
一

0
0
0
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

村
で
は

1
月
引
日
に
ヱ
父
遇
死
亡
事
故
ゼ
口
一

0
0
0日
達
成
村
民
大

会
」
を
開
き
、
お
互
い
に
注
意
し
記
録
を
更
に
伸
ば
す
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
席
上
、
村
内
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
優
秀
賞
に
輝
い
た

5
人
が
作
品
を

発
表
し
ま
し
た
。

ム父
、通
安
全
の
心
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
育
て
た
い
で
す
ね
。福島県安通対策協議会長表彰を受ける

玉川村突通対策協議会長車田村長



平成6年2月広報たまかわ

「これからの私」
溝井栄子さん(岩法寺)

平成6年2丹

「人生の再出発点」
隆生くん(竜

広報たまかわ

崎)

平
成
6
年
1
月
日
日
(
成
人
の
日
)
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
平
成
6
年
玉
川
村
成
人
式
が
行
わ
れ
新
成
人
協
人
(
男
印
人
・
女

叩
人
)
が
大
人
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
華
や
か
な
振
袖
や
真
新

し
い
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ
た
成
人
者
の
姿
は
、
ヰ
ラ
キ
ラ
輝
き
ま
ぶ

し
い
ほ
ど
で
他
人
か
ら
見
て
も
立
派
な
犬
人
に
見
え
ま
し
た
。
外
か
ら

晃
た
日
を
大
事
に
す
否
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
自
分
か
ら
見
だ
自
分
も

大
切
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぞ
れ
が
、
自
分
ら
し
さ
と
い
う
個

性
や
、
あ
な
た
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
否
も
の
だ
か
ら
・
:
。
合
年
の
式

の
様
子
と
成
人
者
の
感
想
文
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

新

高
)
に
成
人
証
明
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
塩
田
征
二
郎
村
議
会

議
長
・
斎
藤
泰
三
村
選
挙
管
理
委
員

長
・
須
釜
喜
}
青
年
団
連
絡
協
議
会

長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
は
な
む
け
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
乙
れ
に
答
え

て
新
成
人
者
を
代
表
し
阿
部
秀
幸
く

ん
(
南
須
釜
)
が
、
力
強
く
二
+
歳

の
奮
い
を
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
県
立
福
島
女
子

高
等
学
校
校
長
の
金
田
浩
一
先
生
か

出
席

1
月
間
日
(
成
人
の
日
)
平
成
6

年
玉
川
村
成
人
式
が
村
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
成
人
該
当
者
間

中
川
人
が
出
席
し
H

は
た
ち
H

の
自

覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
は
じ
め
に
草
田
村
長
が

式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
事
務
局
が
成

人
者
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
呼
び
あ

げ
た
後
、代
表
の
関
根
美
和
さ
ん
(
小

ら
「
自
己
再
発
見
」
感
動
の
旅
勧
め

l
甲
子
園
へ
の
道
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
j
と
題
し
て
の
記
念
講
演
が
あ
り

ま
し
た
c

金
田
先
生
は
若
者
に
感
動

の
大
切
さ
を
訴
え
な
が
ら
、
そ
こ
か

ら
新
レ
い
自
分
が
始
ま
る
こ
と
を
力

説
さ
れ
、
出
席
者
は
真
剣
山
性
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
一O
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今回の成人者が生まれた昭和48
年49年の主な出来事をあげてみま
し?こ。

i国際関繍ウォーターゲート事件。
ブレジネフ書記長が訪米し、核戦

争防止協定に謂印。第4次中東戦
争始まる。第 1次石油危機。ピ力ソ、

ブルースリーが死去。

}富喜的関様i第 1次オイルショック白
金大中事件。愛知蔵相の急死によ

り田中内閣改造。江崎玲於奈氏に

ノーベル物理学賞。関門橋が開通。

小野田寛郎さんjレパンク島で救出。

八イセーコ一人気D

i黒磯欝捺i第2次田中内閣に亀岡
建設大臣と斎藤厚生大臣。東北自

動車道白河・郡山間関連白間年ぶ

りの干ばつ (7/25"" 8 /23連続
30日間30度以上を記録)あぶくま
洞がオーブン。猪苗代で本県初の
国体スキーD

関段麗鰯村の予算4億3，500万円。
jl!辺公民館が落成 (結婚式が盛ん
に行われる)。須釜小学校が完成。

葉たばこ生産に大型ハウス導入D

国営母畑地区総合農地開発事業が

着工口知事を囲む懇談会。泉郷駅

前に信号機設置。国道118号石川一
須翼)1/間全面舗装開通D

(南須釜)

私は、昨年までちがう村に住んでいましたが、玉
川村の人と知り合い昨年の秋に結婚して玉川村にき
ました。そして今年玉川村で、成人式を迎えます。

私が生まれ育った所で成人式を迎えるのではなく 、
まわりはだれも知らない人達ばかりで、とても不安
な気持ちですが、結婚してこの玉川村で成人式を迎
えることで、今新たに一人前の大人になりたいと思

います。
今までは、何かあったら親を頼りにして生きてき

ました。そして今二人で生活をするようになって、
親のありがたさ、親のたいへんさ、社会のきびしさが、
心に深くわかるようになりました。しかし私は、社
会に出てまだかけだしで、まだまだこれからも、つ
らいこと、たいへんなごとがあると思いますが、そ
れらの事を乗り越えてがんばっていきたいと思い
ます。

今までは一人の大人として見てもらえ
ることもあり、また、子供としてし
，¥見てもらえないこともあリました
が、ごれ力、らは、いいかげんな

気持ちでいてはいけないと思
います。 20歳になり選挙権が
あたえられ社会からも一人
の大人として認められるよ
うになりました。
しかし、まだかけだしの
成人で、まだまだ勉強不足
の所がたくさんありますの
で、社会の先輩方々にいろ
いろと教わり立派な社会人に
なりたいと思います。

小原和江さん

「目標を見つけて努力したい」
今年私は成人式を迎えることができましたが、ま
だ新成人としての実感がわいてきまぜん。20歳になっ
た今、私自身が何をすべきなのかわからすにいるた
めだと思います。学生であるな5ば、目標とすべき
学校のために一生懸命勉強することができますが、
・今年3月に県立農業短大を卒業し、社会へ入ってい
く私にとって、伺を自標にするかという問題は大麦
難しいものだと思います。
成人となり、社会の正式な一員として認め5れる
事は、同時に義務や責任がついてくる事だと思いま
す。今の私に義務や貢任といっても、ひどく重たし1
ものというイメージがあって、背負いきれるかどう
か不安ですが、新成人になっだからには、自覚と責
任感をもって生活していきたいと思っています。
これからは、今まで未成年者として生活してきた20
年間を、多少不安定ではあると思いますが土台とし
て、立派な成人となれるような目標を早く見つけ努
力していきたいと患っています。 20歳の今、このよ
うな気持ちを持って頑張って生きたいのです。

成人すると言うことは、どう言うことなのだろうか。

単純に言えば、大人になったというごとだ。だが、口で

大人になったと言うのは、とても簡単なことだが、実際

に大人になったかと言うと難しいのである。

成人式というものは、今まで、他人事のように思って

いた。しかし、月日がたつのは早いもので、今年は、自

分が成人式を迎えるのである。
高校を卒業して、すぐに就職した人たちは、すでに社会

人として、自分の責任で考え、実行し

ているのfだご。そういう意味では、もう、一人前の大人と
して、自立しているのである。それに比べ私は、まだ、学

生なので、成人したと言う実感は、全くもっていないの

である。ちょうど大学生活の中間点にさしかかったとこ

ろなので、あと半分は親に頼って勉強しなければならな

い。だから、まだまだ子供で、これからなのである。

今まで20年間を振り返ってみると、自分
の好きなことをして、困難なことがある

と逃げてきた。そして、いつも親や

友人、先輩を頼って生きてきたよ

うな気がする。だから、これか

ら怯、自分のためにも、そし

て，20年間育ててくれた両親
の期待に答えるためにも、20
歳と言うこの時を、人生の

再出発点として頑張って行

きたい。

二十歳となり、無事に「成人式Jを迎えることが

できた。二十年の区切りとして、とても嬉しく思っている。

また、ここまでこれたのは自分の力だけではなく、 両親や

周屈の人たちのお陰だと感謝している。

私の今までの生活を振り返ってみると色々あったが、結

構、平凡だったように感じる。学校も殆ど休むことなく、

毎日楽しみながち通っていたように思える。大きくなるに

つれ学校の楽しみが増していったと思う。充実した日々を

送っていたのだろう。
しかし、今年は「成人式Jを迎え、また、社会人となる

年でもあるのだ。これからは楽しいことば力、りではなくな

ると思う。今までのような甘い考え方や行動は許されなく

なるだろう。色々な自覚をもった生活が要求されると思う。

このことが、私にとっての不安である。喜びと不安の入り

交じった複雑な心境なのである。

これからの私は、相手の痛みがわかる人聞になりたいと

思う。簡単そうで難しいごとだと思う。そして、楽しい充

実した生活が送れるように努力したいと思う。一度きりの

人生だから後悔のない人生にしたい。

3 

士
口

鈴木博美さん(中)

「相手の痛みが
分かる人に-・・」
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「他人を思いやれば心豊かにJ
塩津由美さん

広報たまかわ

f21世紀に向かって羽ばたきます」
溝井明子さん

辺)

「もっと魅力ある村に」
辻昇 i

 
l
 

--，
a' 
，，a
，、、一回くん

昨年の九月で私は二十歳の誕生日を迎えました。今ま
での誕生日と比べてとても意識したのを覚えています。
十代の時の二十歳像といえば、「自分の仕事に責任を持ち、
自覚ある行動のできる大人」といったものでした。実際
に自分が二十歳になり、自分のことをふり返ってみます
と、まだまだ宋熟で、理想とはかけ離れているような気
がします。両親はもちろんのこと、職場の先輩方にも迷
惑をかけ、甘えてばかりの毎日です。
こんな私ですが、二十歳にあたり、今後の生き方につ
いて考えてみました。大きな夢など描く自信もないので
すが、いくつか書いてみたいと思います。
ます近い将来、結婚したいと思いま昔。子供を生み、
育て、健慶で歌のあふれる家庭を築きたいのです。
次にその時、仕事と家庭を両立できる女性になりたい
というのが二つめの夢です。仕事の面でも家事の酉でも、
それぞれ馬りの人から信頼されそ5人になりたいと
思います。三つめは、趣味を広げたり、、吹奏
楽団のメンバーとしてサキソフォンを
吹いています。さまざまなジャンル
の音楽にあふれることはもちろん
ですが、多くのステージに立ち、
また多くの人に接すミることは、
私にとってかけがえのないも
のです。音楽を通して得た
友達は、私の宝物で、大切
にしていきたいと思いま
す。ごうしてみると私の夢
は、とても平凡です。けれど
も、自分の生き方を深く見
つめ、他人を思いやれば、た
とえ平凡でも心豊かな毎日
が送れるのではないでしょ
うか。これまで私を見守って
下さった多くの方に感謝し、
その恩返しを夢の実現により、
果していきたいと願っている今
日この頃です。

(南須釜)生)

昔は、早く二十歳になりたいと思っていましたが、

いざ二十歳になってみると、うれしいような、寂し

いような複雑な気持ちがこみあげてきました。でも

なんとなく少し大人になったような気がします。そ

んな私の抱負は、看護婦になることです。

学生として二年間、看護婦になるために様々なこ

とを学んできました。小さいころからの夢でもあっ

たので、是非実現さぜたいと患っています。人の命

を預るという大切な役割をするので、とてもやりが

いのある仕事だと思います。

高齢化社会の今、やがては老人ホームなどに勤め、

お年寄りの看護もしていきたいと考えています。

私は、ご十一世紀の福祉社会の中でJ人のために

役立てるよう大きく羽ばたきTこいです。

(蒜

私は、既に誕生白をむか
え、二十歳になっています
が、現在、学生をしている
せいかあまり成人したとい
う実感はありません。しかし、
二十歳になったことで、様々
な責任が自分自身にふりかかっ
てくることの重大さを少しずつ
感じています。まだ学生だからと
いう甘えが通じないことも、結構あ
ります。二十歳になって、うれしいやら、
悲しいやら、護雑な気持ちです。何でも
自分次第だけど、その分、責任は自分にふ
りかかってくることになるのですから。
不況の影響で、私が大学を卒業するころも就職難
かもしれません。だから、二十歳になった今も、実
感している余裕もありません。多分、社会人になっ
てはじめて、成人したという感じを味わうのではな
いかと思います。まわりを寛渡してみると、友人た
ちは、結婚して子供を産んだ人もいますし、ほとんど、
社会人として立派に(動いています。私なんて「成人
しました」とはとても胸を張って言える状態ではあ
りませんG まだまだ、親のスネをかじり続けなけれ
ばなりませんから。
でも、そうは言っても二十歳になってしまった今
は、一人の大人として、無責任なことはできないので、
確かな心構えで物事に立ち向かっていくつもりでい
ます。そして、いつか、二十歳であるごとに誇リを
持てるようになりたいと思っています。
とりあえす、今は、勉強を頑張りたいと思います。
成人したということを常に自分に言い聞かせながら
毎日過ごしたいと思います。
これから私も、大学を卒業し就職する訳ですが、
一人の大人として恥すかしくないように一生懸命生
きていごうと思います。

r20歳に誇りを
もって生きたしU

小原幸枝さん
(南須釜)

「成人式Ji二十歳になって」などと、普通の人たちは、
その様な題材にして書くのだろうが、僕は人と同じこと
を書くのは、嫌いだし、おもしろくないと思い、玉川村
について思うことを自分の心に素直に書ごうと思う。
僕は、玉川村に対して思うことは、「あまり魅力のない
村Jだと思う。小さい頃から高校を卒業するまで育った
故郷であるが、高校生の時ぐらいからそう思っていた。
非常に村民の方々には失礼だと思うが、乙の村は、あま
り魅力のない村である。その主な理由は、スポーツに対
しての感心がないということだ。近隣の地域に比べても
著しく低い。スポーツを盛んに行うとする運動や、中学・
高校選手への激励など、その他色々な面で遅れている。
平成7年にふくしま国体があ否が、玉川村で開催され
否競技がないためか、他人事になっているのではないか
と思う。空港だ、何だかんだと、そういう所に力をいれ
てばかりいる。色々なスポーツでがんばっている人がい
るだろうということを知ってほしい。僕の見た限りでは、
他の地域に比べて、中学・高校生などの運動能力の高い
人が沢山いると思う。将来、ふくしま国体で活躍できる
能力のある人が沢山いるはすである。
玉川村の遅れている所はスポーツに対する環境づくり
と、スポーツ選手に対する村からの激励、住民からの支
援である。だかちなんだという人もいるだろうが、スポー
ツ選手にとっては、地元が応援してくれることが、非常
にうれしいのである。僕は、高校時代、激励もされすと
ても悲しい思いをした。もっと玉川村も国体にむかつて
がんばっている中学・高校生に、熱い視線を送ってやっ
てはどうだろうか。

B-.，「入
っ
て
い
ま
す
か
、
加
歳
の
み
な
さ
ん

a
E
.‘
国
民
年
金
は
あ
な
た
の
財
産
で
す
」

平成6年2月広報たまかわ

て
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
新
た
な
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
)

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、

3
種
類

に
分
か
れ
て
い
て
、
手
続
き
や
保
険

料
の
納
め
方
も
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
い
ま

す
。
次
の
図
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
口

瓜
硲

「責任を持って行動を」
鈴木美喜子さん

第1号被保険者

農林漁業や自営業などの人
とその配イ品者および学生

〈シ
自分で手続きして自分で

保険料を納める

〈うァ
自分で手続きするが、

保険料は夫の加入して
いる年金制度がまとめ

て納めてくれる

(中)

成人に向けて心豊共に成長したいと思います。社会人
の一員として仕事、私生活共に責任を持ち行動したいと
思います。そして、成人になったことに自覚を持ち一つ
一つの目標に向け、よりよい一層充実した生活を送りた
いと思います。

保

れから J
永林しのぶさん

「こ「自覚をもってがんばりたしり
溝井和正くん (中)

生まれてから二十年もすぎることに驚いています。あっ

という間だったのか、長かったのかは分かりませんが、

色々な思い出ができたごとは確かです。

成人になるにあたって、今までの生活と太きく変化す

ることがあります。それは、学生から社会人になるとい

うことですc新しい生活が始まるので不安ですがそれと

同時に沢山の夢もあります。いつも、夢を持ちすぎて自

分の中で整理がつかないくらいです。夢を持つことは、

すごく良いと思うのですが、その夢をなかなか実現する

ことができません。努力が足りないのだと思います。

二十歳という一つの区切りをきっかけに、自分にもっ

と厳しく、夢を実現できるような力を備え、何年かたっ

た時に今思っていることが実現されていればよいと思い

ます。そして、第一に今より女性として、人間として素

敵な人生を送りたいと思います。

高)

僕も、今年で二十歳になったので成人式に出席できる
が、.成人式なんてまだまだ先のことだと思っていたが、
あっと言う聞に成人者になってしまい、時間の流れは早
いと患った。
僕は今まで年齢のことに対してそれほど気にしたこと
はなかったので、二十歳になったからといって今までと
比べてそれほど力¥わらないと思う。それにまだ、親に頼っ

て大学で学んでいるので成人者になった実感はあまりわ
いてごない。
しかし、成人者となったのだから、これからは、自分
の行動に対して責任をもてるようにしたいと思う。今ま
でだったら「何とかなるだろう」と思いながらやってい
たが、そんな甘い考えを持って行動しないようにしたい
と思う。また、成人者としての自覚をもってがんばりた
いと思う。

、、
『

I
J
，J
 

，，EE
目‘‘、、

-
第

2
、
第

3
被
保
険
者
・
:
厚
生

年
金
保
険
、
共
済
組
合
か
ら
必
要

な
額
だ
け
支
払
わ
れ
ま
す
。

第2号被保険者

厚生年金またl孟共済組合に
加入している人

〈ラ
手続きーと保険料の納付は

本人に代わって事業主が

やってくれる

保

↓AV
 

初
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
も
含
め

て
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

・
万
が
一
、
病
気
や
事
故
で
障
害

者
に
な
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
や
、

・
白
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
で
す
。

初
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
(
た
だ
し
、
お
歳
前
に
就
職
し

~り

-
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
函
難
な
人
は
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

親
の
所
得
も
考
慮
し
た
独
自
の
免

除
基
準
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
年
金

係
ま
で
m
W
1
3
1
0
1
内
お
番

-
第

1
号
被
保
険
者
・
:
年
齢
や
所
得

性
別
に
関
係
な
く
定
額
で
月
額
1
万

別
円
で
す
。
(
平
成
6
年
度
は

1
万

I
，
1
0
0
円
)

4 
5 



平成5年2月広報たまかわ

一みなさんからの話題を

おまちしています一

役場企臨調整諜

広報係まで

今
年
の
無
病
患
災
を
願
う
伝
統
行
事
H

ゃ
っ

ち
ゃ
小
屋
H

が
、
村
内
の
2
ケ
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
行
事
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ワ
ラ
や

竹
を
使
っ
て
小
屋
を
つ
く
り
、
正
月
の
し
め
飾

り
や
門
松
な
ど
と
一
緒
に
燃
や
す
も
の
で
す
。

小
屋
の
一
つ
は
南
須
釜
地
区
の
南
宿
地
内
に
増

子
正
行
く
ん
(
小
5
)
以
下
7
人
が
作
ワ
た
も

の
。
も
う
一
つ
は
山
小
屋
地
区
の
的
場
地
内
に

我
妻
広
弥
く
ん
(
中
2
)
以
下
9
人
が
作
っ
た
も

の
で
、
当
日
は
、
小
屋
の
中
で
甘
茶
や
も
ち
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
最
後
に
小
屋
を
燃
や
し
ま
し
た
。

無
病
患
災
を
願
う
伝
統
行
事
g
g穐
祖
国

や

つ

ち
ゃ
小
屋

平成6年2月広報たまかわ

目指せ/ 未来の橋本聖子。
大野郁枝さん(須釜中1年)がスピードスケートで全菌大会へ

須釜中学校2年生の大野郁枝さん(南須釜)が中体連の東北大会

スピードスケート (1，500m)競技で行われた全国大会に出場しま

す。郁枝さんは小さい頃にス

ピードスケートの選手をみて、

自分も早く滑りたいと患った

そうで、小学校5年生の時か

ら石川スケートクラブに入っ

て練習しています。線習は年

間を通して行われ、冬は母娼

レークサイドセンターにある

スケート場を中心に汗を流し

ます。未来の議本聖子を目指

して、郁枝さんのがんばりに

期待したいと思います。なお、

レークサイドセンターではス

ケート教室を開き、スケート

競技の技術向tを目指してい
ます。教室に参加ご希望の方

はセンターまで。

慎
重
に
、
真
剣
に

村
民
ス
キ
i
教
室

玉
川
ス
キ
i
ク
ラ
ブ
と
村
公

民
館
が
主
催
す
る
村
民
ス
キ
ー

教
室
が
、
快
晴
の
磐
梯
国
際
ス

キ
l
場
で
関
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
白
人
は
、
ク
ラ
ブ
員

の
指
導
を
受
け
、
慎
重
に
真
剣

に
ス
キ
ー
を
操
っ
て
い
ま
し

た
。
教
室
は
毎
年
一
田
行
わ
れ

て
お
り
、
毎
年
盛
況
で
す
。

ル
、
島
省
、
.，
 
，
 

i
 

主任児童委員に小原重孝さん(南須釜)

1
月
1
日
か
ら
全
国
の
市
町

村
に
「
主
任
児
童
委
員
」
が
新
た

に
設
建
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

村
で
は
小
原
重
孝
さ
ん
(
臼
)
が

そ
の
任
務
に
あ
た
り
ま
す
む

委
嘱
状
の
交
付
式
は
1
月
日

日
役
場
北
庁
舎
で
関
か
れ
た
民

生
委
員
協
議
会
定
例
会
の
席
k

行
わ
れ
、
車
田
村
長
が
厚
生
大

臣
か
ら
の
委
嘱
状
を
小
原
さ
ん

に
手
渡
し
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
は
従
来
の
民

生
一
児
童
委
員
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
村
全
体
の
児
童
福
祉
に

関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当

し
ま
す
。
小
原
さ
ん
は
今
後
3

年
間
、
村
の
児
童
福
祉
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。

6 

寒
さ
に
負
け
手
キ
ピ
キ
ビ
と

玉
川
村
消
訪
問
出
初
式

平
成
6
年
玉
川
村
消
防
団
(
大
竹
勝
義

団
長
)
の
出
初
め
式
が
、
須
釜
小
学
校
校

庭
で
行
わ
れ
、
団
員
と
婦
人
消
防
掠
員
ら

約
制
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
冷
え
こ
み
が
厳
し
く
、
校
庭
の

土
が
凍
っ
て
い
ま
し
た
が
、
訪
れ
た
来
賓

を
前
に
、
団
員
ら
は
寒
さ
に
負
け
ず
キ
ピ

キ
ピ
分
列
行
進
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
出
初
め
式
は
、
企
業
等
の
休

み
に
合
わ
せ
て
1
月
5
臼
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

一
騒
騒
騒
欝
額
欝
欝
鰯
欝
麟
鶴
欝
欝
く
な
っ
て
し
ま
い
残
念
で
す
ね
。
き
ま
し
い
~
が
、
舗
装
に
つ
い
て
は
も
一

一

麓

襲

撃

欝

欝

盤

欝

騒

騒

騒

騒

騒

額

欄

(

広

報

係

)

う

少

し

お

待

ち

下

さ

い

。

な

お

、

公

一

.
鱗
欝
鶴
持
議
離
麟
欝
騒
騒
騒
騒
騒

Q
一
ぼ
く
た
ち
の
家
の
近
く
に
は
、
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
人
は
、
低
所
一

一
一
欝
盤
野
鶴
野
鶏
鐘
欝
議
欝
鱗
鶴
麟
欝
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
得
で
住
宅
に
器
っ
て
い
る
人
で
す
。
一

護
譲
騒
騒
盤
機
織
欝
駿
盤
欝
欝
議
麓
織
機
校
の
あ
と
地
を
広
場
か
公
園
に
し
て
従
っ
て
車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
一

欝
欝
翠
欝
騒
騒
欝
鶏
讃
饗
欝
騒
騒
騒
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
楽
て
も
限
む
れ
て
お
り
、
二
戸
に
約
1
一

一
羅
欝
謙
譲
鱒
鑓
欝
鵠
麟
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
台
分
と
な
っ
て
い
ま
す
口
今
回
、
ご
…

一

騒

盟

諸

鞠

機

関

鱗

韓

議

騒

い

c

指
摘
を
い
た
だ
い
た
箇
所
は
、
団
地
…

一
撃
鱗
議
騒
騒
欝
鐘
欝
額
撃
競
欝
議
〔
中
〕
小
針
尚
く
ん

(
9
さ
い
)
の
皆
さ
ん
の
要
望
で
、
住
宅
の
敷
地
一

一
覆
轍
欝
欝
鶴
欝
麟
麟
欝
欝
騒
騒
騒
謬

Q
一
玉
川
村
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
を
特
別
伝
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
い
一

…
襲
撃
襲
警

2
5襲
警
E
襲
警

2
2警
富
い
ま
す
。
老
人
な
ど
が
い
つ
で
も
気
る
も
の
な
す
か
ら
、
ご
理
解
を
い
た
…

軽
に
行
っ
て
遊
べ
る
ふ
れ
あ
い
の
場
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一

皆

さ

ん

か

ら

い

た

だ

い

た

お

八

ガ

所

、

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

が

あ

れ

ば

(

建

設

課

)

…

…
キ
を
も
と
に
、
新
た
な
コ
ー
ナ
!
を
と
思
っ
て
い
ま
す
が
:
:
・

Q
一
思
い
出
の
ペ

i
ジ
の
写
真
に
感
…

一
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
村
に
対
〔
吉
〕
有
賀
勝
さ
ん
動
を
受
け
ま
し
た
。
親
達
の
若
い
時
一

一
す
る
ご
意
見
や
質
問
な
ど
を
お
寄
せ

A
一
平
成
8
年
度
に
由
泉
中
学
校
跡
代
を
す
ご
い
と
思
っ
た
り
、
素
晴
ら
一

一
く
だ
さ
い
。
地
へ
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
し
い
と
思
っ
た
り
・
・
こ
れ
か
ら
も
、
…

.
今
月
は
、
昨
年
叩
丹
と
ロ
月
に
い
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
見
せ
て
下
さ
い
口
ま
た
、
一

一
た
だ
い
た
お
ハ
ガ
ヰ
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
だ
け
で
お
め
で
た
の
欄
に
夫
婦
の
名
前
を
載
一

な
く
、
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
利
せ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

一
Q

一
い
つ
も
楽
し
み
に
見
て
い
ま
用
で
き
る
総
合
的
な
施
設
と
し
て
、
〔
東
京
都
世
田
谷
区
〕
清
原
佳
子
さ
ん
一

…
す
。
た
ま
か
わ
民
俗
の
散
歩
。
私
ど
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す

A
一
あ

V
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
思
一

一
も
が
小
さ
い
こ
ろ
、
正
月
に
行
っ
た
る
形
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
い
出
の
ぺ

i
ジ
は
村
民
の
方
々
か
ら
…

"
コ
ア
ツ
タ
ラ
打
ち
」
と
い
う
行
事
を
(
住
民
諜
・
総
務
課
)
も
好
評
で
す
の
で
続
け
て
い
き
た
い
…

…
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
時
に
戴
い
た

Q
一
玉
川
団
地
1
号
棟
の
前
を
駐
車
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
め
で
た
の
一

一
お
金
で
石
板
と
石
器
を
買
い
ま
し
場
に
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
雨
欄
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
も
あ
り
今
一

一
た
。
今
は
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
が
降
る
と
ド
ロ
ド
口
で
車
が
う
ま
く
ま
で
ど
お
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
一

一
〔
北
海
道
〕
大
越
和
夫
さ
ん
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
G

年

内

に

時

石

だ

い

ま

す

。

(

広

報

係

)

一

一
A
一
岩
谷
先
生
に
問
い
合
わ
せ
た
と
け
で
も
敷
い
て
少
し
開
め
て
い
た
だ
み
な
を
ん
か
ら
の
お
ハ
ガ
キ
を
お
…

一
と
ろ
「
あ
ま
り
閤
い
た
こ
と
が
な
い
」
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
待
ち
し

τお
り
ま
す
。
ハ
ガ
キ
に
対
一

一
と
の
事
で
し
た
。
南
須
釜
地
区
の
方
〔
岩
法
寺
〕
佐
藤
和
恵
さ
ん
す
る
答
え
は
、
何
通
か
ま
と
ま
っ
て
…

…
に
お
罵
き
し
た
ら
い
昭
和
お
年
頃
ま

A
一
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
載
せ
た
い
と
一

一
で
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
無
さ
っ
そ
く
砕
石
を
敷
か
せ
て
い
た
だ
思
い
ま
す
。
(
広
報
係
)
一

7 



歳未たすけあい募金より

‘' 
カ〉主、愛

お願いできませんか

中国残留邦人の

身元引受人 おかげ様で今年度の巴標本数を達成できました

一
本
一

一

一

4
一

一

一

4
一

語

5
一

引受人を募集しています。

お
か
げ
様
で
、
今
年
度
の
献
血
目

標
本
数
を
1
月
日
日
の
献
血
で
達
成

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
平
成
6
年
度
の
目
標
本
数

は
、
川
本
で
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
(
太
字
は
側
-
J

M
献
血
者
)

日
本
精
密
加
工
伺
叩
人

太
田
真
芳
賀
幹
男
小
山
田
志
津

子

箭

内

勲

福

士

信

子

車

田

伸

関
根
ユ
キ
イ
渡
辺
幸
雄
味
戸
勇

雄

平

塚

日

出

子

佐

々

木

洋

子

滝
田
徳
実

斎
藤
浩
正
浅
倉
竹
三

須
釜
美
恵
子
円
谷
明
美

中
根
精
工
州
州
市
人

大
木
忠
夫
増
子
正
広
大
和
田
勝

幸

真
野
呂
孝
義
渡
辺
さ
な
え

大
河
内
文
江
塩
沢
直
一
溝
井
徹

石
井
康
広
石
森
昌
興
関
根
恵
津

大
野
佐
源
治
大
川
内
忠
雄
添
田

安
夫
藤
田
二
三
男

中国に残った日本人の帰国の願いをか

手続きなど詳しくは、役場住民課福祉

係または福島県高齢福祉課援護係(窓

口1245-21-7167)まで。

森林を伐採するときは

届け出が必要です

> 
(
制
服
換
算
)

一
本
一
一

6
一

一

9
一

5
5一

厚生省と福島県では、中国からの帰国

希望者のための特別身元引受人及び身元

なえ、定著自立を促進するため、ご協力

をお願いします。

「

)

名

彦

重

男

友

也

夫

夫

勝

)

名

貞

二

幸

則

寸

〆

扮

者

進

助

者

正

尚

"

l

i

p

-

嗣

議

院

、

工

↓

ム

蓬

恒

一

i

k
配

保

一
正

康

克

勝

一

幸

浩

配

保

清

雄

知

岡

武

、

つ

い

ハ

旧

月

と

し

澗

名

去

最

ま
真
か
香
き
紀
藤
か
佳
肘
幸
い
来
け

名
ω
平
経
な
奈
ゃ
也
会
議

一川、さ

M
肱
山
懇
冬
以
拓
議
会
話
ち
知
ね聖み
未

明

浩

九

玲

U

稔

誉

回

め

こ

日

生

内

藤

針

原

藤

野

原

針

珂

生

蕗

保

川

キ

オ

和

お

貯

出

丹

須

小

小

近

大

小

小

宗

出

佐

久

緑

根

鈴

大

生

け

誕お

区

辺

高

寺

崎

釜

釜

法

須

タ

須

。

地

川

小

岩

竜

南

北

3月38に工事、一時利用不可

電話工事のため3月3日開午

後O時30分から数分間、電話が

利用できなくなります。

工事では、玉川村地域のNT

T支換機を新しいデジタル支換

機に更改します。 これにより、

通信ネットワークの高度化が図

られ「テレワイス」などのサー

ビスができるようになります。

ご理解とご協力をお願いします。

地区

岩法寺

竜 i埼

お出かけください

~福祉ー健康まつり~

おくやみ申し上げます
(12月11日-----12月初日届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

中野チョウ 87 阿部荘一

増子大吉 60 ヨネ

北須釜
ゴコ

区

釜須

タ

地

南

-とき

平成6年2月20日(日)
午前9時~午後3時

・場所

玉川村保健センタ

玉川村体脊館

・内容

・赤ちゃん写真コンテスト

・記念講演 iC型肝炎は怖

くなしV 上遠野淳先生

・介護用品、展示ほか

平成6年2月

2月・3月の健康ごよみ

広報たまかわ

玉
川
村
役
場
前
の
人

江
田
英
治
遠
藤
豊
子
曲
山
英
夫

馬

場

佳

子

三

吉

隆

之

森

清

重

鈴
木
博
幸
小
針
周
吉
小
針
康
敬

石
川
泰
江
穴
沢
渉
鈴
木
キ
ク
ミ

南
俊
光
徳
曲
山
道
子
小
針
善
栄

湯
沢
キ
イ
子
八
木
玲
子
吉
田
智

子

鈴

木

孝

永

瀬

一

雄

鈴

木

義

一

溝

井

練

彦

草

野

義

房

大

槻

喜

美

子

真

弓

好

司

車

田

明

徳

石
森
春
男
小
針
英
実
添
田
チ
ヨ

子

丹

内

一

彦

溝

井

正

治

鈴

木

健

一

久

保

木

徳

雄

三

輪

光

江

有
賀
貞
代
国
井
正
四
大
野
賢
一

次
の
方
々
は
成
分
献
血
者
で
す
D

高
林
重
和
溝
井
浩
一
増
子
貞
美

草
野
正
博
仁
井
田
健
小
針
武
彦

塩

田

敦

森

博

小

針

達

夫

矢

部
玄
幸森林に関するきまり「森林法」をご存

じでしょうか。この森林法第10条の規定

により、森林を伐採するときは、90Bか

ら30日前までに、県知事に対して「伐採

届出書」を提出しなければまりません。

詳しくは役場農政課までfi57-3101内

( 1月届出分)

死亡者氏名年齢世菩主名

鈴木実記恵 45 条古

車田正衛 68 正

小山田正高 71 光子

大竹伴衛 69 ミツ子

小針武雄 80 高雄

森儀雄 93 儀秋

真野日夕マ 85 正昭

石井嘉一 66 美知男

地区

JII 辺

小高

中

岩法寺

北須釜

ゴゴ
ロ

山新田

四辻新田

村のようす
( 6年1月1日現在)

a・・‘恒旦r1， 730戸(十 1) 
I1 7，694人C+9) 
2 
s 
3，794人(十5) 

3，900人(十4) 

鰻42番

8 

第4期分

国民年金保険料 2月分

富民健康保鞍税第8期分

(納期限は2月25B(A起です。

忘れすに納めましょう)

今月の納税

固定資産税

9 
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「
小
麦
刈
り
の
奉
仕
作
業
」

さ
て
、
こ
れ
は
何
の
写
真
で

し
ょ
う
か
?
「
あ
つ
あ
の
時
の
も

の
だ
」
と
す
ぐ
に
分
か
る
人
は
、

き
っ
と
こ
こ
に
写
っ
て
い
る
人
だ

と
思
い
ま
す
。

「
こ
れ
は
ナ
イ
玉
川
村
愛
国
国

防
婦
人
会
の
小
高
の
人
た
ち
が
、

小
麦
刈
り
の
奉
仕
作
業
を
や
っ
て

い
る
写
真
だ
ゾ
イ
」
と
写
真
を
提

供
し
て
く
れ
た
溝
井
幸
吉
さ
ん

(
小
高
)
が
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
な
る
ほ
ど
、

下
に
は

『昭
和

十
六
年
七
月
玉
婦
小
高
班
』
と
い

う
メ
モ
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。
場

所
は
小
高
の
八
升
蒔
地
内
で
、
左

側
の
水
郡
線
に
は
蒸
気
機
関
車
が

走
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
機

関
車
の
前
に
兵
隊
さ
ん
が
乗
っ
て

い
る
の
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
か
。

左
側
後
方
に
は
三
角
形
の
山
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
が
岩
法
寺
山
だ

そ
う
で
す
。
そ
の
手
前
に
見
え
る

木
に
つ
い
て
溝
井
さ
ん
が
「
こ
の

辺
り
は
堂
ノ
前
と
い
っ
て
大
昔
、

般
若
寺
と
い
う
お
一寺
が
あ
り
、
こ

の
木
も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
。
笠

石
な
ん
か
も
あ
っ
た
ん
だ
ゾ
イ
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一東京玉川会員だより-

憶J

埼玉県川口市

佐久間一栄さん(北須釜出身)

たまかわの皆さん
お元気ですか

「追

今
回
初
め
て
東
京
玉
川
会
総
会

に
出
席
し
ま
し
た
。参
茄
者
の
多
く

は
目
上
の
方
が
多
い
よ
う
で
し
た

が
、
知
人
や
同
級
生
の
兄
や
姉
、
叔

父
や
叔
母
さ
ん
で
あ
っ
た
り
と
、
忘

れ
て

い
た
記
憶
を
回
想
し
な
が
ら
、

思
い
出
話
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
会
を

発
足
し
て
く
れ
た
諸
先
輩
に
感
謝

し
会
の
益
々
の
発
展
を
願
い
な
が

ら
、
そ
し
て
今
な
お
残
る
会
の
余
韻

を
感
じ
な
が
ら
ペ
ン
を
執
っ
て
い

ま
す
。
会
場
に
は
中
学
校
の
新
築
校
舎

や
空
港
開
港
な
ど
の
一
連
の
写
真

が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
感
慨
無
量
の

心
地
で
拝
見
し
ま
し
た
。

思
え
ば
取
り
壊
さ
れ
た
校
舎
が

新
築
さ
れ
た
の
は
、
私
が
小
学
3
年

生
の
こ
ろ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、

山
を
切
り
崩
し
て
の
整
地
作
業
は

村
人
総
出
の
大
工
事
で
し
た
。人
力

に
よ
る
手
作
業
の
中
で
ト
ロ
ッ
コ

が
大
活
躍
し
、
当
時
の
中
学
生
は
作

業
の
手
伝
い
で
勉
強
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
多
く

の
思
い
を
残
し
て
く
れ
た
学
び
舎

で
し
た
。

ま
た
、
飛
行
場
周
辺
は
、
私
を
育

て
励
ま
し
て
く
れ
た
思
い
出
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。と
り
わ
け
野
山
を

駆
け
め
ぐ
っ
て
遊
ん
だ
こ
と
や
野

球
を
し
た
り
、
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て

ド
ジ
ョ
ウ
や
フ
ナ
と
り
に
夢
中

だ
っ
た
幼
き
こ
ろ
の
想
い
に
は
郷

愁
を
感
じ
ま
す
。

想
い
出
の
地
が
、
今
、
空
港
と
な

り
、
ふ
る
さ
と
の
、
ま
た
周
辺
地
域

の
文
化
経
済
活
動
の
要
と
し
て
、
更

な
る
発
展
に
寄
与
し
て
く
れ
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

(
写
真
は
詣
宅
の
新
築
祝
い
の
際
。

前
列
左
か
ら
義
父
の
隆
平
、
実
母
の

ス
イ
、
本
人
、
妻
の
和
子
、
後
列
左
か

ら
長
女
の
寿
恵
、
長
男
の
高
広
、
次

女
の
優
子
)
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